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赤
穂
特
産
の「
坂
越
か
き
」

地
域
団
体
商
標
を
取
得

地
域
団
体
商
標
を
取
得

ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
期
待

Lady’s medical check-up

海
浜
公
園
の
再
整
備
計
画

「
海
と
一
体
感
」創
出

民
間
活
力
導
入
方
針
も

　

赤
穂
市
特
産
の
「
坂
越

か
き
」
が
特
許
庁
の
「
地

域
団
体
商
標
」
に
登
録
さ

れ
た
。
兵
庫
県
下
の
牡
蠣

産
地
で
は
初
め
て
で
、
商

標
を
取
得
し
た
赤
穂
市
漁

業
協
同
組
合
は
「
海
外
戦

略
も
見
据
え
、
ブ
ラ
ン
ド

力
を
高
め
て
い
き
た
い
」

（
大
河
優ま

さ
る組
合
長
）
と
展

望
す
る
。

　

坂
越
か
き
は
、「
名
水

百
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い

る
千
種
川
と
天
然
記
念
物

の
生
島
か
ら
注
ぐ
栄
養
豊

富
な
水
が
育
ん
だ
１
年
牡

蠣
。
加
熱
し
て
も
縮
み
に

く
い
大
き
く
ふ
っ
く
ら
し

積
や
園
路
の
高
さ
、
完
成

時
期
な
ど
の
詳
細
は
明
ら

か
に
な
っ
て
い
な
い
。
ま

た
、
公
園
南
東
寄
り
の
自

由
広
場
を
「
自
由
提
案
区

域
」に
設
定
。民
間
活
力
の

導
入
に
よ
る
飲
食
、物
販
、

宿
泊
施
設
な
ど
の
整
備
を

進
め
る
方
針
も
示
し
た
。

　
県
は
、
こ
れ
ら
の
計
画

や
方
針
に
つ
い
て
１１
月
２０

日（
月
）ま
で
意
見
を
募

集
。
今
年
度
中
に
意
見
に

対
す
る
県
の
考
え
方
を
表

明
し
た
上
で
、
新
年
度
か

ら
整
備
や
民
間
事
業
者
の

公
募
を
開
始
す
る
予
定

だ
。

　
計
画
に
関
す
る
資
料
は

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲

覧
で
き
る
。
意
見
書
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ

ー
ム
か
ら
提
出
で
き
る
ほ

　 　

菓
子
細
工
も
展
示
す
る
。

　
お
菓
子
を
テ
ー
マ
に
ゲ

ス
ト
作
家
た
ち
が
制
作
し

た
ガ
ラ
ス
作
品
や
押
し
花

な
ど
も
展
示
す
る
。
１１
月

１２
日（
日
）ま
で
午
前
１０
時

〜
午
後
６
時
（
１２
日
は
５

時
ま
で
）。（
写
真
は
審
査

員
特
別
賞
の
北
原
実
織
さ

ん
と
、
受
賞
作
を
基
に
上

谷
昌
吾
さ
ん
が
製
作
し
た

「
湖
に
浮
か
ぶ
お
菓
子
の

家
」）

本
物
の「
お
菓
子
の
家
」も

図
書
館
で
作
品
展

　
「
お
菓
子
の
家
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
デ
ザ
イ
ン
画

や
ク
ラ
フ
ト
な
ど
の
作
品

展
が
中
広
の
赤
穂
市
立
図

書
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
か

れ
て
い
る
。

　
「
夢
が
詰
ま
っ
た
お
菓

子
の
家
」
を
テ
ー
マ
に
作

品
を
募
集
し
た
コ
ン
テ
ス

ト
（
劇
団
ア
ル
テ
ィ
ス
タ

主
催
）
の
応
募
作
品
計
４９

点
。
デ
ザ
イ
ン
画
部
門
で

審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し

た
北
原
実み

織お
り

さ
ん（
８
）＝

大
町
、
城
西
小
２
年
＝
の

作
品
「
湖
に
浮
か
ぶ
お
菓

子
の
家
」
を
基
に
パ
テ
ィ

シ
エ
の
上
谷
昌
吾
さ
ん
＝

か
み
や
製
菓
本
舗
＝
が
ク

ッ
キ
ー
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

な
ど
で
製
作
し
た
立
体
の

　
今
年
で
第
１
４
５
回
を

迎
え
た
明
治
神
宮
奉
納
全

国
弓
道
大
会
が
３
日
、
東

京
・
全
日
本
弓
道
連
盟
中

央
道
場
で
行
わ
れ
、
有
段

者
の
部
で
赤
穂
弓
友
会
理

事
の
新
家
義
行
さ
ん（
６８
）

＝
五
段
、
塩
屋
＝
が
２
位

に
な
っ
た
。

　
有
段
者
の
部
に
は
９
４

８
人
が
出
場
登
録
。
新
家

さ
ん
は
予
選
か
ら
４
射
連

続
で
的
中
さ
せ
、
こ
の
時

点
で
６
位
以
内
が
決
定
。

続
く
５
射
目
を
外
し
、
惜

し
く
も
優
勝
は
な
ら
な
か

っ
た
が
、
同
点
の
５
人
に

よ
る
遠
近
競
射
（
的
の
中

心
に
近
い
位
置
に
矢
を
当

て
た
方
が
上
位
）
で
的
の

ほ
ぼ
真
ん
中
を
射
止
め
て

２
位
を
決
め
た
。

　
予
選
敗
退
し
た
昨
年
に

続
く
２
度
目
の
出
場
で
の

好
結
果
に
「
順
位
な
ど
考

え
ず
、
弓
道
の
聖
地
と
も

言
え
る
中
央
道
場
で
競
技

で
き
る
喜
び
だ
け
で
弓
を

引
き
ま
し
た
」
と
新
家
さ

ん
。「
こ
の
経
験
を
こ
れ

か
ら
の
向
上
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
」
と
さ
ら
な
る

精
進
を
誓
っ
た
。（
写
真

は
明
治
神
宮
奉
納
全
国
弓

道
大
会
で
有
段
者
の
部
２

位
に
な
っ
た
新
家
義
行
さ

ん
）

明
治
神
宮
奉
納
全
国
弓
道

有
段
者
の
部
で
２
位

塩
屋
の
新
家
義
行
さ
ん

度
に
導
入
。
登
録
さ
れ
れ

ば
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど

に
商
標
マ
ー
ク
を
表
示
で

き
、
模
倣
品
対
策
や
他
産

地
と
の
差
別
化
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
期
待
さ
れ
る
。

同
庁
な
ど
に
よ
る
と
、
今

年
１０
月
末
時
点
で
７
５
８

件
の
登
録
が
あ
り
、「
坂

越
か
き
」
は
兵
庫
県
内
で

は
４６
件
目
。
牡
蠣
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
は
「
広
島
か

き
」「
九
十
九
島
か
き
」

（
長
崎
県
）
な
ど
に
続
い

て
６
件
目
で
、
広
島
よ
り

東
の
産
地
で
は
唯
一
と
な

る
。

　

今
後
は
ペ
ナ
ン
ト
や
ポ

ス
タ
ー
で
「
坂
越
か
き
」

の
商
標
を
周
知
す
る
ほ

か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
活
用
し
て

Ｐ
Ｒ
を
展
開
し
て
ブ
ラ
ン

ド
力
向
上
を
図
る
と
し
、

農
林
水
産
省
が
所
管
す
る

「
地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）」

の
登
録
も
視
野
に
入
れ

る
。（
写
真
上
は
「
坂
越

か
き
」
の
地
域
団
体
商
標

登
録
を
牟
礼
正
稔
市
長
に

報
告
す
る
大
河
優
組
合
長

㊥
と
平
田
一
典
参
事
㊧
。

同
下
は
「
地
域
団
体
商

標
」
の
マ
ー
ク
）

に
「
坂
越
牡
蠣
」「
坂
越

ガ
キ
」「
坂
越
の
か
き
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
品
名
で

販
売
し
て
お
り
、
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
の
名
称
が
確
立

で
き
て
い
な
い
課
題
が
あ

っ
た
。

　

同
漁
協
は
２
０
２
０
年

度
か
ら
地
域
団
体
商
標
登

録
に
向
け
た
準
備
を
開

始
。
話
し
合
い
や
勉
強
会

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
各

生
産
者
の
理
解
を
得
て

「
昔
か
ら
使
用
し
て
き
た

名
称
」
と
し
て
「
坂
越
か

き
」
に
統
一
す
る
こ
と
で

合
意
。
市
の
支
援
を
受
け

て
２１
年
３
月
に
特
許
庁
へ

出
願
し
、
審
査
を
ク
リ
ア

し
て
今
年
９
月
２６
日
付
け

で
登
録
さ
れ
た
。

　

地
域
団
体
商
標
制
度

は
、
地
域
名
と
商
品
（
サ

ー
ビ
ス
）
の
名
称
を
組
み

合
わ
せ
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド

を
保
護
す
る
こ
と
で
地
域

経
済
の
活
性
化
を
目
的
と

し
た
制
度
で
２
０
０
６
年

た
身
と
風
味
豊
か
な
味
わ

い
が
特
長
で
、
国
内
屈
指

の
人
気
産
地
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
で
生
産
者
ご
と

　
兵
庫
県
は
６
日
、
赤
穂

海
浜
公
園
の
魅
力
向
上
を

図
る
「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

計
画
」
の
一
環
と
し
て
、

来
年
４
月
に
公
園
南
寄
り

の
海
浜
エ
リ
ア
再
整
備
に

着
手
す
る
計
画
を
公
表
し

た
。
公
園
と
海
を
隔
て
る

柵
を
撤
去
す
る
と
と
も
に

海
側
に
近
い
園
路
の
高
さ

を
上
げ
、
海
の
眺
望
を
確

保
。「
海
と
の
一
体
感
が

感
じ
ら
れ
る
空
間
整
備
」

を
進
め
る
考
え
だ
。

　
計
画
で
は
、
地
面
の
高

さ
を
上
げ
た
園
路
に
ベ
ン

チ
を
設
置
。
飲
食
や
休
憩

し
な
が
ら
瀬
戸
内
海
を
臨

む
風
景
を
眺
め
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
。
整
備
す
る
面

塩
の
国
で
１１
日

赤
穂
塩
ま
つ
り

　
地
元
特
産
の
塩
を
テ
ー

マ
に
「
第
３
回
赤
穂
塩
ま

つ
り
〜
お
塩
に
感
謝
デ
ー

す
〜
」が
１１
月
１１
日（
土
）、

御
崎
の
赤
穂
海
浜
公
園
に

あ
る
赤
穂
市
立
海
洋
科
学

館
・
塩
の
国
で
開
催
さ
れ

る
。
復
元
さ
れ
た
塩
田
を

バ
ッ
ク
に
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
や
ゲ
ー
ム
な
ど
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
親
子
で

楽
し
め
る
。

　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

で
先
着
２
０
０
人
に
赤
穂

の
塩
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
小

雨
決
行
。
柳
田
会
長
☎
０

９
０
・
５
８
９
８
・
１
２

６
６
。

か
、
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク

ス
、
郵
送
で
も
受
け
付
け

る
。
問
い
合
わ
せ
は
☎
０

７
８
・
３
６
２
・
３
５
４

９
（
県
公
園
緑
地
課
）。

（
写
真
上
は
海
浜
エ
リ
ア

の
再
整
備
計
画
が
公
表
さ

れ
た
赤
穂
海
浜
公
園
＝
兵

庫
県
提
供
。
同
左
は
再
整

備
の
イ
メ
ー
ジ
図
）

　
学
生
の
力
を
地
域
防
災

に
役
立
て
よ
う
と
、
赤
穂

市
は
消
防
団
員
と
し
て
活

動
し
た
学
生
に
就
職
活
動

な
ど
で
活
用
で
き
る
証
明

書
を
交
付
す
る
「
学
生
消

防
団
活
動
認
証
制
度
」
を

１０
月
か
ら
導
入
し
た
。

　
消
防
団
員
の
不
足
が
全

国
的
に
課
題
に
な
っ
て
い

る
中
、
消
防
庁
が
各
自
治

体
に
導
入
を
推
奨
し
て
い

る
制
度
。
学
生
に
と
っ
て

は
、
消
防
団
員
と
し
て
地

域
に
貢
献
し
て
き
た
実
績

を
ア
ピ
ー
ル
で
き
、
企
業

に
と
っ
て
も
団
体
行
動
や

規
律
、
災
害
対
応
能
力
を

身
に
つ
け
た
人
材
を
確
保

し
や
す
く
な
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
さ
れ
る
。
市
に

よ
る
と
、
西
播
磨
で
は
姫

路
市
に
次
い
で
２
自
治
体

目
と
い
う
。

　
在
学
中
に
赤
穂
市
消
防

団
で
１
年
以
上
継
続
的
に

活
動
す
る
な
ど
し
た
１８
歳

以
上
（
卒
業
後
３
年
以

内
）
を
対
象
に
消
防
団
長

の
推
薦
を
受
け
て
功
績
を

審
査
。
活
動
が
真
摯
か
つ

継
続
的
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
れ
ば
、
赤
穂
市
長
か
ら

「
認
証
状
」
と
企
業
提
出

用
の
証
明
書
が
交
付
さ
れ

る
。

　
市
消
防
本
部
に
よ
る

と
、
今
年
度
に
関
西
福
祉

大
学
３
年
生
の
女
性
２
人

が
入
団
。
団
本
部
付
き
の

「
消
防
団
女
性
部
」
の
一

員
と
し
て
救
命
講
習
の
補

助
や
高
齢
者
宅
の
火
災
予

防
訪
問
活
動
な
ど
に
従
事

し
て
い
る
と
い
う
。
本
人

が
希
望
す
れ
ば
市
内
各
地

区
に
設
置
さ
れ
て
い
る
分

団
で
活
動
す
る
こ
と
も
可

能
で
、「
認
証
制
度
を
Ｐ

Ｒ
し
て
、
一
人
で
も
多
く

の
入
団
に
つ
な
げ
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

　
入
団
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
市
消
防
本
部
☎
４３

・
６
８
８
１
（
消
防
団
担

当
）。

学
生
の
力
を
防
災
に

消
防
団
活
動
認
証
制
度
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▼
出
張
美
容「
ル
イ
」＝

寝
た
き
り
の
人
、病
気
等

の
た
め
に
足
を
運
べ
な
い

人
、男
性
も
可
。赤
穂
市

内
、隅
か
ら
隅
ま
で
出
張

し
ま
す
。遠
方
も
可（
無
定

休
）◎
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
取
得
し
て
い
ま
す
。

塩
屋
２
６
１
の
９
☎
４２
・

９
０
６
８
、☎
０
９
０
・
３

４
９
２
・
８
６
８
４

　

▼
格
安
・
オ
ー
ト
車
検

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

小
型
貨
物
等
大
特
価
、
ブ

レ
ー
キ
等
点
検
料
含
む
。

洗
車
・
代
車
・
引
取
納
車
各

千
円
増
、
車
検
切
れ
車
も

О
Ｋ
。廃
車
無
料
、名
義
変

更
等
も
格
安
。
土
日
祝
日

も
２４
時
間
電
話
受
付
。
安

心
車
検
「
オ
ー
ト
車
検
代

行
」
加
里
屋
中
洲
・
白
十

字
西
☎
４５
・
０
７
３
３　

　

▼
関
西
車
検
セ
ン
タ
ー

＝
軽
四
級
４
０
６
４
０
円

パ
ッ
ソ
級
５
０
５
５
０
円

ノ
ー
ト
級
５
８
８
５
０
円

セ
レ
ナ
級
６
７
０
５
０
円

国
家
整
備
士
に
よ
る
6５
項

目
点
検
込
。
洗
車
・
代
車

引
取
納
車
各
千
円
増
。
修

理
・
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

も
格
安
☎
４２
・
３
２
４
２

　

▼
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｓ
赤
穂
愛
車

買
取
セ
ン
タ
ー
＝
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
店
頭
販
売
ま

で
す
べ
て
の
情
報
を
活
か

し
て
で
き
る
高
額
査
定
。

他
社
と
は
情
報
量
が
違
い

ま
す
。
出
張
査
定
も
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電

話
、
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

☎
４３
・
３
９
３
９

　

▼
明
星
車
検
好
評
受
付

中
＝
代
車
、見
積
も
り
無

料
。軽
な
ら
３
万
９
６
８

０
円
か
ら
。見
積
り
だ
け

で
も
お
気
軽
に
お
申
し
付

け
く
だ
さ
い
。中
古
車
販

売
、新
車
も
お
任
せ
く
だ

さ
い
。Ｖ
Ｉ
Ｐ
会
員
も
大

変
ご
好
評
い
た
だ
い
て
お

第２５２９号　　２０２３年（令和 ５年）１１月１１日

　 　

市
民
ガ
イ
ド

り
ま
す
。ガ
ソ
リ
ン
最
安
、

オ
イ
ル
交
換
２
回
無
料
、

車
検
割
引
な
ど
特
典
い
っ

ぱ
い
で
年
会
費
１
５
０
０

円
。ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

「
㈱
明
星　

赤
穂
Ｓ
Ｓ
」オ

ー
ト
バ
ッ
ク
ス
さ
ん
前
☎

４6
・
３
１
７
７

　

▼
介
護
保
険
に
よ
る
住

宅
改
修
・
耐
震
補
強
＝
申

請
手
続
き
、工
事
、ア
ド
バ

イ
ス
致
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。《
迅

速
・
確
実
・
丁
寧
》
に
、
あ

な
た
の
夢
を
か
た
ち
に
し

ま
す
。「
㈱
中
道
工
務
店
」

若
草
町
☎
４２
・
５
０
７
７

　

▼
古
物
高
価
買
取
＝
骨

董
品
、古
家
具
、古
道
具
、

お
も
ち
ゃ
、食
器
、贈
答

品
、終
活
、家
、倉
庫
の
片

付
け
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

見
積
も
り
無
料
。ご
み
で

捨
て
る
前
に
ご
一
報
く
だ

さ
い
。「
古こ

木ぎ

つ
ね
」坂
越

☎
０
９
０
・
１
２
４
０
・
７

４
６
１

　

▼「
く
ら
電
」＝
エ
コ
キ

ュ
ー
ト
の
取
替
で
国
か
ら

補
助
金
が
も
ら
え
ま
す
。

補
助
対
象
機
種
や
お
見
積

等
、お
問
合
せ
は
当
店
ま

で
。エ
ア
コ
ン
取
付
、移

設
。そ
の
他
お
家
の
お
困

り
事
で
自
分
で
は
無
理
と

思
っ
た
ら
お
電
話
く
だ
さ

い
。尾
崎
☎
２５
・
1
３
８
１

　

▼
リ
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ツ

・
エ
コ
パ
ー
ツ
＝
を
使
用

し
て
、経
済
的
修
理
に
工

夫
し
て
い
ま
す
。小
さ
な

キ
ズ
・
小
さ
な
凹
は
段
取

り
次
第
で
１
日
修
理
も
可

能
。気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。「
坂
元
鈑
金
塗
装
」

細
野
町
☎
４３
・
９
０
１
０

　

▼
ふ
す
ま
、
障
子
の
張

り
替
え
承
り
ま
す
＝
お
気

軽
に
お
電
話
下
さ
い
。「
大

崎
表
具
店
」浜
市
、櫂
の
家

向
か
い
☎
４８
・
７
２
５
４

　

▼
肩
凝
り・
腰
痛
で
お

悩
み
の
方
＝
○
３０
分
２
５

０
０
円
○
４５
分
３
０
０
０

円
○
6０
分
３
５
０
０
円
○

８０
分
４
０
０
０
円
。診
療

時
間
1０
時
～
1８
時（
要
予

約
・
送
迎
可
）。休
診
日（
金

曜
日
）。は
り
・
指
圧
・
マ
ッ

サ
ー
ジ「
新
田
治
療
院
」鷆

和
☎
４３
・
７
６
４
８

　

▼「
暖の

ん
木き

」の
朝
ご
は
ん

＝
○
玄
米
食
パ
ン
セ
ッ
ト

○
お
に
ぎ
り
セ
ッ
ト
、
ど

ち
ら
も
ド
リ
ン
ク
付
き
１

０
０
０
円
。
９
時
～
1０
時

４５
分
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
。

11
時
～
ラ
ン
チ
。
駐
車
場

1０
台
。
火
・
水
定
休
日
。坂

越
２
０
２
２
。
☎
２５
・
４

６
２
２

　

▼
移
動
ス
ー
パ
ー
「
と

く
し
丸
」
＝
上
仮
屋
、
城

西
町
エ
リ
ア
で
新
規
訪
問

先
を
募
集
中
。
玄
関
先
で

お
買
い
物
が
で
き
ま
す
。

月
・
木
の
午
後
２
時
か
ら

３
時
の
間
で
２
軒
募
集
し

ま
す
。
お
気
軽
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。
☎
０
８
０
・

４
０
２
８
・
１
９
５
２

　

▼
小
学
生
卒
業
式
袴
着

付
＆
ヘ
ア
、
七
五
三
＝
七

五
三
ご
予
約
枠
僅
か
に
な

り
ま
す
○
２
０
２
５
年
成

人
式
着
付
、
ヘ
ア
＆
メ
イ

ク
も
ご
予
約
受
付
中
○
イ

ン
ス
タ
か
ラ
イ
ン
か
ら
も

お
問
合
せ
下
さ
い
。「
ク

リ
ス
タ
ル
・
ロ
ー
ザ
」
上

仮
屋
北
☎
４３
・
９
５
５
８

　

▼
大
衆
メ
ダ
カ
専
門
店

「
真
緑
め
だ
か
」
＝
良
心

価
格
で
メ
ダ
カ
を
販
売
し

て
い
ま
す
。
メ
ダ
カ
す
く

い
毎
土
日
祝
実
施
中
。
１

回
５
０
０
円
。
す
く
え
な

く
て
も
1０
匹
、最
大
1３
匹
。

営
業
時
間
1０
時
～
1７
時

（
1２
時
～
1３
時
半
は
休

憩
）。木
津
１
３
３
の
２
付

近
☎
０
７
０
・
８
５
０
７

・
０
９
５
８
（
米
口
）

　

▼
「
前
田
石
油
㈱
」
＝

本
社
配
送
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
運
転
手
／
７
～
1７
時
の

間
で
８
時
間
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
勤
務
。
危
険
物
乙

４
免
許
必
須
・
大
型
免
許

優
遇
。
給
与
２３
万
円
～

（
年
齢
経
験
に
よ
り
昇
給

・
賞
与
あ
り
）。中
広
１
７

９
の
６
☎
４３
・
２
６
８
８

　

▼
「
銀
波
荘
」
＝
○
売

店
喫
茶
８
～
1２
時
○
部
屋

清
掃
9
時
半
～
1４
時
半
○

風
呂
清
掃
9
～
1２
時
○
調

理
補
助
７
～
11
時
、
1５
～

1７
時
。
各
１
０
５
０
円
～

（
試
用
期
間
中
１
０
１
０

円
）
○
接
客
ス
タ
ッ
フ
１

２
０
０
円
～
。
1７
～
２２
時

○
洗
濯
1４
～
19
時
○
洗
い

場
9
～
1２
時
、
1３
～
16

時
、
19
～
２３
時
。
各
１
０

１
０
円
～
○
当
直
２０
～
８

時（
実
働
８
時
間
）日
給
９

６
０
０
円
※
交
通
費
支

給
。御
崎
☎
４５
・
３
３
５
５

　

▼
キ
ッ
チ
ン
・
ホ
ー
ル

の
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

＝
各
３
～
４
名
急
募
（
土

日
祝
勤
務
で
き
る
方
大
歓

迎
）。時
給
（
一
般
・
専
門

学
校
生
・
高
校
生
）
は
平

日
１
０
１
０
円
～
、
土
日

祝
は
１
０
６
０
円
。
土
日

祝
（
昼
・
夜
勤
務
）
美
味

し
い
賄
い
付
き
。「
皿
そ

ば
文
楽
赤
穂
店
」
朝
日
町

16
の
３
☎
４２
・
０
５
０
５

　

▼
近
隣
線
区
往
年
の
蒸

気
機
関
車
パ
ー
ト
１
＝
か

つ
て
山
陽
本
線
と
播
但
線

を
走
っ
た
Ｓ
Ｌ
の
写
真

展
。
Ｊ
Ｒ
播
州
赤
穂
駅
自

由
通
路
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
11

月
２6
日（
日
）ま
で
。☎
４３
・

０
４
３
０
（
吉
栖
清
美
）

　

▼
富
士
山
・
姫
路
城
版

画
選
展
＝
世
界
文
化
遺
産

認
定
か
ら
富
士
山
1０
周

年
、
姫
路
城
３０
周
年
を
記

念
し
葛
飾
北
斎
、
歌
川
廣

重
、川
瀬
巴
水
、橋
本
興
家

な
ど
の
作
品
計
３５
点
を
展

示
。
11
月
２８
日（
火
）ま
で

1０
～
16
時
。水
曜
休
館
。入

館
料
２
０
０
円
（
小
学
生

以
下
無
料
）。「
た
で
の
は

な
美
術
館
」
尾
崎
☎
０
９

０
・
３
４
９
６
・
４
２
８
２

　

▼
国
名
勝
・
田
淵
氏
庭

園
一
般
公
開
＝
11
月
1８
日

（
土
）・
19
日（
日
）の
９
時

半
～
16
時
（
入
園
は
1５
時

ま
で
）。入
園
料
１
１
０
０

円
（
田
淵
記
念
館
入
館
料

を
含
む
）。
３０
分
ご
と
に

ガ
イ
ド
案
内
あ
り
。
☎
４３

・
８
０
０
０
（
赤
穂
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
）

　

▽
1２
日
＝
岩
谷
内
科

（
尾
崎
３
１
４
３
の
５４
）

☎
４５
・
２
８
８
８

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

　 　

休
日
急
患
診
療
医

還
付
金
詐
欺

４９
万
円
被
害

　

赤
穂
署
は
11
月
７
日
、

赤
穂
市
内
の
８０
代
無
職
女

性
が
還
付
金
名
目
で
現
金

約
４9
万
円
を
だ
ま
し
取
ら

れ
る
詐
欺
事
件
が
発
生
し

た
と
発
表
し
た
。

　

同
署
に
よ
る
と
、
同
日

午
後
２
時
ご
ろ
、
女
性
宅

に
「
市
役
所
職
員
」
を
名

乗
る
男
か
ら
「
還
付
金
を

払
い
戻
す
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
な
ど

と
嘘
の
電
話
が
あ
り
、
女

性
は
男
に
指
示
さ
れ
る
ま

ま
、
同
市
内
の
金
融
機
関

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
。
そ
の
結

果
、
犯
人
が
管
理
す
る
口

座
に
送
金
さ
れ
た
と
い

う
。

　

女
性
は
翌
日
に
近
所
の

人
か
ら
「
そ
れ
は
詐
欺
で

は
」
と
指
摘
さ
れ
、
警
察

に
相
談
。
警
察
が
送
金
先

の
口
座
を
凍
結
し
た
が
、

す
で
に
現
金
は
引
き
出
さ

れ
て
い
た
。

　 　

　

幼
少
期
の
正
し
い
日
本

語
書
写
習
得
を
目
的
に

「
第
４０
回
赤
穂
民
報
習
字

紙
上
展
」を
開
催
し
ま
す
。

出
品
規
定
は
次
の
と
お
り

で
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
下

さ
い
。 

　

▼
締
め
切
り
＝
２
０
２

４（
令
和
６
）年
２
月
２
日

（
金
）必
着

　

▼
応
募
方
法
＝
①
半
紙

（
天
地
３５
㌢
以
内
×
左
右

２５
㌢
以
内
）
を
使
用
②
作

品
に
は
氏
名
の
み
を
記
入

す
る
③
出
品
票
に
必
要
事

項
を
明
記
の
上
、
作
品
裏

面
の
右
下
隅
に
は
み
出
さ

な
い
よ
う
に
貼
り
付
け
る

（
コ
ピ
ー
し
て
使
用
す
る

か
、
裏
写
り
し
な
い
よ
う

に
半
紙
と
出
品
表
の
間
に

白
紙
を
は
さ
ん
で
下
さ

い
）
④
応
募
は
本
紙
発
行

エ
リ
ア
（
赤
穂
市
、
上
郡

町
、
日
生
町
）
に
在
住
の

小
学
校
児
童
と
幼
児
に
限

る
⑤
出
品
は
１
人
１
点
に

限
る
⑥
出
品
規
定
に
違
反

す
る
も
の
は
審
査
し
な
い

⑦
作
品
は
返
却
し
な
い

　

▼
出
品
料
＝
無
料

　

▼
審
査
＝
本
紙
が
委
嘱

す
る
諸
先
生

　

▼
表
彰
＝
各
部
ご
と
に

特
選
６
点
と
秀
作
を
審

査
。
特
選
に
賞
状
と
メ
ダ

ル
を
授
与

　

▼
作
品
発
表
＝
審
査

後
、
赤
穂
民
報
紙
上
で
入

賞
作
品
を
発
表
（
秀
作
は

氏
名
と
学
校
名
の
み
）。

第
３9
回
特
選
入
賞
者
は
無

鑑
査
と
し
て
氏
名
、
学
校

名
を
掲
載
し
ま
す
。な
お
、

掲
載
日
は
未
定
で
す

　

▼
問
合
せ
先
＝
赤
穂
民

報
習
字
紙
上
展
事
務
局

（
〒
６
７
８
・
０
２
３
９
、

赤
穂
市
加
里
屋
３9
の
１
、

大
島
靖
月
書
道
教
室
）
☎

０
８
０
・
５
３
２
７
・
６
２

４
９（
午
後
４
時
～
６
時
）

　

▼
応
募
作
品
受
付
＝
事

務
局
と
赤
穂
民
報
、
次
の

書
道
教
室
で
受
け
付
け

る
。
▽
山
本
蘭
逕
（
塩
屋

２
１
７
８
、
☎
４３
・
４
３

８
４
）
▽
三
木
友
子
（
北

野
中
３
９
７
の
19
、
☎
４３

・
８
７
２
４
）

赤
穂
民
報
主
催

第
４０
回
習
字
紙
上
展

来
年
２
月
２
日
ま
で
募
集

　 　

　 　

〈
課
題
〉

【
幼
児
】「
た
」

【
小
学
１
年
】「
も
ち
」

【
同
２
年
】「
ぞ
う
に
」

【
同
３
年
】「
白
ふ
じ
」

【
同
４
年
】「
太
平
」

【
同
５
年
】「
天
地
」

【
同
６
年
】「
富
士
」

　

坂
越
地
区
に
昭
和
初
期

か
ら
伝
わ
る
伝
統
的
な
婚

礼
行
事
を
再
現
し
た
「
坂

越
の
嫁
入
り
」
が
４
日
に

あ
り
、
神
社
で
の
挙
式
や

花
嫁
行
列
な
ど
が
行
わ
れ

た
。

　

北
前
船
寄
港
地
と
し
て

日
本
遺
産
の
構
成
文
化
財

が
数
多
い
坂
越
地
区
の
伝

統
を
継
承
し
よ
う
と
、
地

元
住
民
ら
で
つ
く
る
実
行

委
員
会
が
企
画
。
た
つ
の

市
御
津
町
の
会
社
員
、
本

読
者
の
声

８
日
早
朝
の
異
音
は
何
？

県
高
校
新
人
空
手
道

女
子
形
団
体
で
優
勝

　

空
手
道
の
兵
庫
県
高
校

新
人
大
会
（
1０
月
２７
～
２9

日
、
県
立
武
道
館
）
で
、

東
洋
大
姫
路
１
年
の
安
田

笑
子
さ
ん（
1５
）＝
高
野
、

拳
義
館
坂
越
道
場
＝
が
女

子
団
体
形
で
優
勝
し
た
。

　

安
田
さ
ん
は
３
人
制
で

行
わ
れ
た
団
体
戦
に
メ
ン

バ
ー
の
一
人
と
し
て
出
場

し
た
。
東
洋
大
姫
路
は
全

国
高
校
選
抜
の
出
場
権
を

懸
け
た
近
畿
地
区
予
選

（
1２
月
２6
～
２８
日
、
和
歌

山
市
）
に
出
場
す
る
。

江
直
人
さ
ん（
２５
）と
真
衣

さ
ん（
２５
）の
新
郎
新
婦
が

紋
付
き
は
か
ま
と
白
無
垢

で
参
加
し
た
。

　

大
避
神
社
で
神
前
式
の

結
婚
式
を
挙
げ
、
古
民
家

を
改
装
し
た
「
く
つ
ろ
ぎ

の
縁
側
『
優
・
優
』」
で

三
三
九
度
。
中
庭
で
紅
白

の
餅
を
つ
き
、
集
ま
っ
た

人
た
ち
に
振
る
舞
っ
た
。

雅
楽
の
先
導
で
白
壁
と
板

塀
の
路
地
を
花
嫁
行
列
。

地
元
住
民
ら
が
温
か
い
拍

手
で
出
迎
え
た
。

　

本
江
さ
ん
夫
妻
は
昨
年

３
月
に
入
籍
。
コ
ロ
ナ
禍

な
ど
で
見
合
わ
せ
て
い
た

結
婚
式
を
挙
げ
ら
れ
た
こ

と
に
２
人
は
「
大
勢
の
み

な
さ
ん
に
祝
っ
て
も
ら
っ

て
と
て
も
う
れ
し
い
。
と

て
も
華
や
か
で
一
生
の
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
」
と

感
激
し
た
。（
写
真
は
伝

統
的
な
婚
礼
の
習
わ
し
を

再
現
し
た
「
坂
越
の
嫁
入

り
」）

赤
穂
の
警
察
官
賞

　

赤
穂
市
地
域
安
全
市
民

大
会
（
1０
月
1３
日
、
赤
穂

化
成
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
）
で
「
赤
穂
の
警
察
官

賞
」
表
彰
式
が
あ
り
、
赤

穂
署
刑
事
生
活
安
全
課
の

菅
原
宏
巡
査
部
長（
４５
）と

同
地
域
課
の
三
木
優
哉
巡

査
長（
３6
）が
受
賞
し
た
。

　

市
内
の
治
安
と
市
民
の

安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ

た
警
察
官
を
称
え
る
表
彰

制
度
。
菅
原
巡
査
部
長
は

青
少
年
愛
護
条
例
違
反
や

郵
便
法
違
反
の
事
件
で
被

疑
者
を
検
挙
。
三
木
巡
査

長
は
市
内
コ
ン
ビ
ニ
店
で

発
生
し
た
脅
迫
事
件
の
被

疑
者
を
逮
捕
し
た
功
績
で

受
賞
者
に
選
ば
れ
た
。

（
写
真
は
「
赤
穂
の
警
察

官
賞
」
の
表
彰
式
＝
赤
穂

市
提
供
）

　
１１
月
８
日
の
早
朝
、
自

宅
に
い
る
と
外
か
ら
と
て

も
大
き
な
音
が
何
回
も
続

け
て
聞
こ
え
ま
し
た
。
何

の
音
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

？（
加
里
屋
中
洲
の
女
性
）

　
　

 

＊　

＊　

＊

　

赤
穂
民
報
が
取
材
を
進

め
る
と
、
他
に
も
加
里
屋

中
洲
や
上
仮
屋
で
同
じ
よ

う
に
「
大
き
な
音
を
聞
い

た
」
と
い
う
人
が
複
数
あ

っ
た
。

　

話
を
ま
と
め
る
と
、
音

が
聞
こ
え
た
の
は
８
日
午

前
５
時
過
ぎ
。「
パ
シ
ュ

ー
ン
、
パ
シ
ュ
ー
ン
と
ラ

イ
フ
ル
を
撃
つ
よ
う
な

音
」「
ド
ー
ン
、
ド
ー
ン

と
矢
板
を
打
ち
込
む
よ
う

な
音
」「
重
機
で
鉄
板
を

叩
い
た
よ
う
な
ガ
ン
ガ
ン

と
い
う
音
」
と
、
聞
い
た

人
に
よ
っ
て
音
の
印
象
は

異
な
る
が
、
数
分
後
に
は

聞
こ
え
な
く
な
っ
た
と
い

う
点
は
共
通
し
て
い
る
。

　

警
察
や
消
防
に
は
特
に

通
報
は
な
か
っ
た
と
い

い
、
今
の
と
こ
ろ
音
の
発

生
源
や
原
因
は
不
明
だ
。

　
　

 

＊　

＊　

＊

赤
穂
民
報
よ
り

　

こ
の
件
に
つ
い
て
、
何

か
ご
存
知
な
方
は
情
報
提

供
を
お
願
い
し
ま
す
。
☎

０
７
９
１
・
４３
・
１
８
８

６
。

　 　　 　 　 　

　 　 　 　

　 　　 　

伝統的婚礼「坂越の嫁入り」
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